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概要：依然として新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が世界中で猛威を振るう中，テレイマージョン

（Tele-Immersion）技術は重要性が増していると考えられる．従前のテレイマージョンは，没入型表示装

置や大画面・高精細表示システムを用いた遠隔利用者とのコミュニケーションが主であったが，5G の登

場や安価なヘッドマウントディスプレイ（HMD : Head Mounted Display）が注目を集めている昨今，多

彩なテレイマージョンの実現が可能となっている．本オーガナイズドセッションでは，テレイマージョ

ン技術研究委員会のメンバーが取り組んでいるテレイマージョンの現状と展望を紹介する． 
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1. セッションの概要 

本セッションは，テレイマージョン技術研究委員会のメ

ンバーにより，ポストコロナ×テレイマージョンに対する

研究及びその課題等について議論する． 
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